
 

噴火警報・予報、降灰予報等 

 

１ 噴火警報・予報の種類、対象範囲等 

 

２ 降灰予報 

  降灰予報は、降灰の範囲や降灰量等について、噴火前、噴火直後、噴火後の３段階に分けて発表される。 

  ア 発表の流れ 

降灰予報

(定時) 

・噴火警戒レベルが上がるなど、活動が高まり噴火の可能性が高い火山に対して

発表 

・噴火の発生に関わらず、一定規模の噴火を仮定して定期的に発表 

・18時間先までに噴火した場合の降灰範囲や小さな噴石の落下範囲を予測 

降灰予報

(速報) 

・噴火の発生を通報する「噴火に関する火山観測報」を受けて発表 

・降灰予報（定時）を発表中の火山では、「やや多量」以上の降灰が予測された

場合に発表 

・降灰予報（定時）が未発表の火山では、予測された降灰が「少量」のみであっ

ても必要に応じて発表。 

・噴火後速やかに(５～10分程度)発表 

・噴火発生から１時間以内の降灰量や小さな噴石の落下範囲を予測 

降灰予報

(詳細) 

・噴火時刻、噴煙高などを用いて、より精度の高い降灰予測計算を行って発表 

・降灰予報（定時）を発表中の火山では、「やや多量」以上の降灰が予測された

場合に発表 

・降灰予報（定時）が未発表の火山では、予測された降灰が「少量」のみであっ

ても必要に応じて発表。 

・噴火後 20～30分程度で発表 

・噴火発生から１時間ごと６時間先までの降灰量や市町村ごとの降灰開始時間

を予測 

   



 

イ 降灰量階級表 

降灰予報では、降灰量を降灰の厚さによって「多量」「やや多量」及び「少量」の３階級で区分し、

表現される。 

   

３ 参考 

  気象庁が発表する火山に関する情報や資料の解説（気象庁ウェブサイト） 

  https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/vol_know.html 

https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/vol_know.html

